
 

芸術科書道Ⅰ 学習指導案「行書の鑑賞」 

 

授業者所属・職・名前  愛知県立春日井西高等学校・教諭・内田貴士 

（日 時  令和５年１月２４日（火）６時限） 

（対 象  第２学年４組 ３０名） 

（科 目  書道Ⅰ） 

 

単元設定の理由 

芸術科書道Ⅰの目標は、基礎的な技術習得、書の美の感受、心豊かな生活や社会の創造にある。

書美に幅広く関わる生徒の資質・能力を育成するために、表現領域での学びを生かすことのできる

鑑賞教材に定期的に取り組み、生徒の主体的な学習態度を育みたい。 

学習指導要領との関連 

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら、線質等の要素と表現効果や風趣との関わりにつ

いて理解し、作品の価値とその根拠について考え、書のよさや美しさを味わって捉える。 

育てたい資質・能力 

“「なぜ」と問うことで自分と向き合い、追究し続ける主体的な学びの実現”を基軸とし、芸術科の

学びを通して、生涯にわたって学び続け、美しさや豊かさを感じることのできる資質能力を育てた

い。 

 

１ 単元名 「行書の鑑賞」 

 

２ 本単元に関連する内容のまとまり 「Ｂ鑑賞」（1）鑑賞 及び〔共通事項〕（1） 

 

３ 書道Ⅰの目標と評価の観点及びその趣旨 

書道の幅広い活動を通して，書に関する見方・考え方を働かせ，生活の中の文字や書，書の伝統

と文化と幅広く関わる資質・能力を次のように育成することを目指す。 

           （高等学校学習指要領 P.157） 

 

目 

標  

知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

書の表現の方法や形式，多様性

などについて幅広く理解する

とともに，書写能力の向上を図

り，書の伝統に基づき，効果的

に表現するための基礎的な技

能を身に付けるようにする。 

書のよさや美しさを感受し，意

図に基づいて構想し表現を工

夫したり，作品や書の伝統と文

化の意味や価値を考え，書の美

を味わい捉えたりすることが

できるようにする。 

主体的に書の幅広い活動に取

り組み，生涯にわたり書を愛好

する心情を育むとともに，感性

を高め，書の伝統と文化に親し

み，書を通して心豊かな生活や

社会を創造していく態度を養

う。 

観 

点 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣

旨  

・書の表現の方法や形式，書表

現の多様性について幅広く

理解している。 

・書写能力を向上させるとと

もに，書の伝統に基づき，作

品を効果的に表現するため

の基礎的な技能を身に付け，

表している。 

書のよさや美しさを感受し，意

図に基づいて構想し表現を工

夫したり，作品や書の伝統と文

化の意味や価値を考え，書の美

を味わい捉えたりしている。 

主体的に書の表現及び鑑賞の

幅広い活動に取り組もうとし

ている。 



 

４ 単元構成 

   「行書の鑑賞」３時間(授業外での取り組みを含む) 「Ｂ鑑賞」（1）鑑賞 及び〔共通事項〕 

第１次：行書の概要説明および鑑賞文１回目の作成 

（この期間に、行書臨書２種、創作活動を実施） 

第２次：鑑賞作品ワークシートの取り組みおよび鑑賞文２回目の作成【本時】 

第３次：Microsoft teamsへの鑑賞文投稿および鑑賞文３回目の作成 

 

５ 単元の目標 

鑑賞の学習活動に主体的に取り組み、書に対する感性を豊かにし、書を愛好する心情を養う。 

 

６ 単元の評価規準 

鑑賞に関わる知識を得たり生かしたりしながら、主体的に幅広い鑑賞の学習活動に取り組もう

としている。主体的に学習に取り組む態度 

 

７ 本単元に関連する内容のまとまりの評価規準                       

「Ｂ鑑賞」(1)鑑賞  及び 〔共通事項〕(1) 

知識（技能） 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・線質，字形，構成等の要素と

表現効果や風趣との関わりにつ

いて理解している。 

・日本及び中国等の文字と書の

伝統と文化について理解してい

る。 

・漢字の書体の変遷，仮名の成

立等について理解している。 

・書の伝統的な鑑賞の方法や形

態について理解している。 

・作品の価値とその根拠について

考え，書のよさや美しさを味わ

って捉えている。 

・生活や社会における書の効用に

ついて考え，書のよさや美しさ

を味わって捉えている。 

主体的に幅広い鑑賞の学習活

動に取り組もうとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔共通事項〕 

・用筆・運筆から生み出される

書の表現性とその表現効果

との関わりについて理解し

ている。 

・書を構成する要素について，

それら相互の関連がもたら

す働きと関わらせて理解し

ている。 



 

８ 本時における学習過程と評価 

単元「行書の鑑賞」第２次（50分）の学習計画 

 活

動

の

流

れ 

時

間 
学習活動 指導上の留意点 

評価の方法 

◎指導に生かす評価 

●記録に残す評価 

知識 

技能 

思考 
判断 
表現 

主体的に 
学習に 

取り組む態度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第

２

次 

導 

入 

５ 

分 

・返却された「書道鑑賞」プリ
ントの内容を確認する。 
 
 
 
・提示された鑑賞文の例を読
み、作品の見方について考え
る。 
 
 

・前回実施している楷書作
品の鑑賞との相違点につい
て説明する。 
・創作活動を通じて得たこ
とを確認する。 
・自身が感じたことの理由
を考えるよう促す。 
 

  ◎観察 

展 

開 

１ 

20 

分 

作品鑑賞ワークシート 
・ワーク１『丹愚』に取り組
む。 
・授業者の鑑賞説明を聞く。 
・ワーク１『崩壊』に取り組
む。 
 
 
・ワーク２に取り組む。 
・スマートフォンを起動し、
teamsの「鑑賞の言葉を広げ
よう」を見る。 
 

 
 
 
・提示した画像を見せなが
ら、授業者自身の鑑賞視点に
ついて説明する。その際に画
像を拡大して、作品の全体や
部分に注目させる。 
・「風趣」について意識させ、
芸術の言語化について説明
する。 
 

  ◎観察 

展 

開 

２ 

15 

分 

作品鑑賞ワークシート 
・ワーク３に取り組む。 
・ワーク３の点線内をスマー
トフォンで撮影し、teamsに
投稿する。 
・teamsに投稿された他者の
分析を見て、自身の鑑賞と似
ているものにリアクションを
する。 
 

 
・teamsの「鑑賞の言葉を広
げよう」と、作品画像を見る
ように促す。 
 
・他者の投稿を見て、自身の
感性の特性を認識させたり、
一般性を感じさせたりする。 

  ◎ﾜｰｸｼｰﾄ 

◎観察 

ま 

と 

め 

10 

分 

作品鑑賞ワークシート 
・ワーク４として、「書道鑑
賞」プリントの鑑賞文２回目
を書く。 
・スマートフォンの電源を切
る。 

 
・分析の観点を絞り、自身
の感じたことを的確に文章
化するように声掛けをす
る。 
・「書道鑑賞」プリントは次
回の授業で提出させる。 
 

  ●ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

９ 授業で使用する資料・関連データ・参考資料・参考文献等 

   教科書・作品鑑賞ワークシート：「書Ⅰ」（教育図書） 

    作品図版『老興昂』：「墨 ニュークラシック・シリーズ 青山杉雨」（芸術新聞社） 

   鑑賞の言葉を広げよう：「書道Ⅰ」（東京書籍） 


